
１．事前確認事項
　・弾道ミサイルは発射から極めて短時間（１０分以内）に着弾する。

　・ミサイル着弾時には暴風や破片などによる被害が想定される。

　・屋内にいる場合は換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。

２．警報時の対応

・屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチ等で覆い、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

・近くに適当な建物がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せて頭部を守る。

・自治体から指示があった場合は、指示に従って行動する。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応

情　報 登校前 在校中 放課後

　・屋外にいる場合は口と鼻をハンカチ等で覆い，現場から直ちに離れ，密閉性の
高い屋内または風上へ避難する。

弾道ミサイルに
関する事項

近くに弾道ミサイルが
着弾した場合

Ｊアラート
による緊
急情報（ミ
サイル落
下＝影響
がある場
合）の発信
時

Ｊアラート
による緊
急情報（ミ
サイル通
過＝影響
がない場
合）の発信
時

・生徒は避難や自宅待機の解除、
始業時間の連絡、指示に従う。

・生徒は教員の指示に従い避難
行動をやめ、授業を再開する。

・生徒は教員の指示に従い
避難行動をやめる。

・部活動等の再開の指示に
従う。

Ｊアラート
による緊
急情報（ミ
サイル発
射）の発信
時

・生徒は避難や自宅待機とする。
・授業を中止し、生徒は避難行動
を取る。

・校内に児童生徒がいる場
合は、屋内に避難する。

・休校、短縮授業の措置を取る場
合は指示に従う。

・通学中の場合は、近くの建物や
地下に避難する。近くに建物等が
ない場合は地面に伏せ頭部等を
守る。

・登校後の場合は、教員の避難指
示に従い避難する。

・公共交通機関利用時は運転手
や係員の指示に従う。安全確保
後，自宅にて待機。緊急メールや
ホームページで指示を確認する。

・屋外にいる場合は、校舎等の
建物内に避難する。

・部活動等を行っている場合
は中止する。

・屋内にいる場合は、室内を密閉
し、できる限り窓から離れる。


